
◆東海地方　2018年12月　景気判断理由　一部抜粋
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引き続き人手不足の職種は深刻化している一方で、充足率の高い職種は人員の削減傾向にあり、求人と求職のミス
マッチが更に進行している。【人材派遣会社（営業担当）】

先行きに対する判断理由、回答者属性

大型キャンペーンの継続と新たにゲームとのタイアップで来店動機を高め、季節商材、新商品やエリア商品の発売
を予定している。【コンビニ（エリア担当）】

客から余り給料が上がらないという話を聞く。物価が上昇するだけで、これから徐々に景気が悪くなる。【理美容
室（経営者）】

１～３月は、年度替わりと異動の時期で、客の動きが活発化する。消費税引上げの猶予期間である３月契約への駆
け込みも考えられる。【建設業（役員）】

株安による大企業・銀行の収益性低下が、中小・中堅企業との取引価格等の見直しにつながるといった流れが予想
される。【公認会計士】

年度の替わり目で、求人数が増える見込みがある。特に、製造業やサービス業などは引き続き人手不足が予想され
る。【人材派遣会社（営業担当）】

２月の入場者予約数は、暖冬の影響もあり前年並みに入っている。これからは寒波や雪の量にも大きく変動する
が、今のところ良い方向のまま推移すると思われる。【ゴルフ場（支配人）】

今後も例年同様に晴天の日が多くなるという予報もあり、当面の景気は、今月同様に良い状態が継続し、売上は前
年同期100％以上で推移する。【不動産業（経営者）】

中小零細企業では、必要な人員を確保できずに受注調整を行わざるを得ないとの声を多く聞く。【職業安定所（次
長）】

判断の理由、追加説明及び具体的状況の説明、回答者属性

《販売量の動き》冬の季節の割に暖かい日が多く、３か月前の天候不順が続いた時期に比べて、冷たい商品を中心
に販売量が増えている。【コンビニ（エリア担当）】

《来客数の動き》税制大綱が決まるまで客が足踏み状況であった。ローン控除、エコポイントと消費税増税後の方
が良さそうな施策も出てきたため、動きが鈍化した様子である。【住宅販売会社（従業員）】

《競争相手の様子》小規模業者の廃業をちらほら耳にするようになってきた。【その他サービス［介護サービス
（職員）］】

《受注量や販売量の動き》大型プロジェクトだけでなく全般的に仕事の引き合いが多く、しばらく忙しい状況が続
きそうである。【金属製品製造業（従業員）】

《受注価格や販売価格の動き》全ての経費等については上昇しているにもかかわらず、受注価格、販売価格の変更
が許されない環境が続いている。【電気機械器具製造業（経営者）】

《雇用形態の様子》求職者の派遣から直接雇用への切替えや直接採用が引き続き増加傾向にある。【民間職業紹介
機関（窓口担当）】

《求人数の動き》有効求人倍率は高水準で推移しており、企業の採用意欲が高い一方、求職者の減少により未充足
の求人が多く、人手不足が深刻化している。【職業安定所（次長）】

《求人数の動き》主要産業の求人数が、前年同月比で３か月連続して下回った。【職業安定所（職員）】

《取引先の様子》個人投資家に関しては、株価も上がらず為替もボックス圏での動きであるため含みが増えておら
ず、様子見の客が多い。個人投資家以外の個人も、ボーナスが増えているとの報道はあるものの、実感がないとい
う客が多い。【金融業（企画担当）】
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